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副校長  池田  千穂  

5月とは思えない猛暑の中、令和元年の運動会が行われました。熱中症が懸念され、前日から、プログラ

ム変更の対応をさせていただきました。楽しみにしていらした競技もあったかと思いますが、ご理解とご協

力を賜り、無事に終えることができました。また、早朝準備から最後の片づけまで、学援隊や地域、保護者

の皆様にはいろいろな場面での多大なるご尽力、心より感謝いたします。 

 私は今年度、川井小の運動会に初めて参加させていただきました。真剣に競技や演技に取り組む子ども達

の姿には感動いたしました。 

 低学年の「ニャティティーソーラン」は、ダイナミックな動物の動き

や隊形移動が見られ、ただ、可愛いだけじゃない演技でした。 

中学年の「よさこいソーラン！ドッコイショ！」は、切れのある動き

ができるよう、みんなで動きをそろえるよう、積み重ねた練習の成果が

表れていました。顔をパッとあげて見せてくれた笑顔は輝いていまし

た。  

高学年の「A NEW ERA」は、川井小学校では高学年の伝統となっ

ている縄跳び演技でした。「返し横振り跳び」を揃って跳ぶところは圧巻で、みんなの顔は自信に溢れてい

ました。 

どの学年の演技もテーマの通り「きあい」を感じました。 

 そして、本校はリレーが「たてわりリレー」になっています。多

くの学校が低学年と高学年に分かれてリレーを行っています。し

かし川井小は１年生から６年生でチームを作っています。練習で、

６年生に面倒をみてもらい、たくさんの事を教えてもらいます。当

日は、学年に関係なくお互いに励まし合い、喜び合う姿がみられま

した。とても素敵な光景でした。 

 体操の内村航平選手がこう言っています。「試合にうまくいくためには練習がすごく大事。その練習で一

番上の選手がしっかりやっていれば、（年齢が）下の選手も自然とついていくようになる。」 

運動会を通して、演技だけではなく、応援、競技また当日の役割、それぞれの立場で、まさに６年生はそ

の姿を示していました。共に競技し、役割を果たした５年生はきっと受け継いでくれることと思います。 

 暑い中、たくさんのあたたかいご声援をありがとうございました。これからも子ども達のたくさんの活躍

と笑顔が見られますように職員一同取り組んでまいります。 
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ぼくは当日まで、運動会スローガンき・あ・いを意

識してがんばりました。当日、「よさこいソーランドッ

コイショ！」では、隊形移動で自分たちの場所を 3年

生にしっかりと教えることができました。運動会後

も、たてわり活動等で 2年生の面倒を見たり、５・６

年生のフォローをしたりしていきたいなと思いまし

た。 

        

 

 わたしは、８０ｍ走で 1位を取ることを目標にしてい

ました。当日は、なんとか１位をとることができました。 

また、他の学年が競技や演技をしているときに、しっ

かりと応援することができました。赤組が優勝したけど、

楽しい運動会にすることができたので、よかったです。 

                 

私の目標は、かけっこで１位をとることでした。

私はものすごくドキドキしました。走っているとき

に、まわりから「がんばれ！」や、「いけいけ、か

てる！」という声が聞こえました。私はその声で、

心がもえました。かけっこで１位になったときはう

れしくてうれしくて、なきそうになりました。楽し

かったです。            

 

楽しみにしていた運動会。ぼくは、初めての８０

ｍ走で、最後まで走り切れてとても気持ちよかった

です。よさこいソーランでは、網を引っ張る動き

や、「はいはい！」の掛け声がうまういきました。

最後の「どっこいしょ！」では、声もポーズも決ま

ってよかったです。           

３年生 ４年生 

・ニャティティソーランを音楽に合わせて、最後まで踊る 

 ことができました。 

 

・つなとりのつなを、力いっぱい引っ張り、頑張りました。 

 

 

・去年よりも、勇気を出して、大きな声で友達を応援する 

 ことができました。 

４･5組 

初めての小学校運動会。前日には、「楽しみだなあ。」「勝ち

たいなあ。」などの声が子どもたちから聞こえました。 

当日、1・2年のニャティティソーランでは、手を大きく

動かしたり、飛び跳ねたりと全身で表現し、はじけている様

子がとてもかわいらしかったです。チェッコリ玉入れでは、

高いかごを目指して力いっぱい投げ、仲良く同点の引き分け

でした。 

運動会終了後、教室に帰ると「あぁ、楽しかった。」と、疲

れているはずの１年生が笑顔で言っていました。充実した運

動会だったようです。 

１年生 

運動会で楽しかったことが３つあります。１つ目は、ニ

ャティティーソーランです。みんなで楽しく踊れたからで

す。２つ目は、チェッコリ玉入れです。玉をいっぱい入れ

たからです。３つ目は、応援合戦です。ギャグの Tが楽し

かったからです。          

わたしは、楽しかったことが３つあります。１つ目は、

玉入れです。玉入れの踊りと曲が好きです。２つ目は、ニ

ャティティーソーランです。曲と踊りとひらひらが好きで

す。３つ目は、徒競走です。よういドンのバンという音が

好きです。早くまた運動会がくるといいです。 

                 

２年生 

 運動会をふり返ると、練習では上手くいかないこと

もあったけれど、本番では練習の成果を発揮して縄と

びも応援も上手くできました。６年生になって学んだ

り下級生に教えたりすることが多くて大変だったけ

れど、みんなと協力して取り組めば楽しくできること

が分かりました。これからもみんなと協力して、学ん

だり教え合ったりしていきたいです。 

          

 私は初めて応援団になって、練習していくたびに声

も出て、ふりつけや言葉も分かるようになってきまし

た。みんなに教えるときは、ちゃんとできるか不安だ

ったけど、やっていくうちに声が出てきて、教えるの

が楽しくなってきました。みんなと力を合わせること

の大切さが、応援団のおかげで分かりました。 
     

わたしは運動会で応援団をがんばりました。初

めてやったので大きな声で言えるのか心配でし

た。それでも、練習しているうちに自然に大きな

声が出ました。本番では大きな声で赤組を応援で

きたのでよかったです。 

    

 

わたしは、運動会で閉会式の司会をやり、明る

い声で話すことができました。また、なわとびも

ノーミスで跳ぶことができました。負けてしまっ

たけど、みんなと楽しくできたのでよかったで

す。 

             

６年生 ５年生 


